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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースと、前記ベースに接続される側板と、カバーとを備える容器であって、
　前記カバーは、ロック装置を介して前記側板の上部にロックされ、
　前記ロック装置は、前記カバーにおける対向する２つの側辺に設けられる自動ロックと
、前記カバーにおける別の２つの側辺に設けられる手動ロックとを含むことを特徴とする
容器。
【請求項２】
　前記自動ロックとそれと隣接する前記手動ロックとを接続して多角形を構成し、当該多
角形における隣接する２つの辺の辺長をそれぞれＡとＢとすると、Ａ≦Ｂ≦１.５Ａとな
り、
　または、前記自動ロックとそれと隣接する前記手動ロックとを接続して、前記カバーの
側辺のうちの少なくとも１つの辺とともに多角形を構成し、当該多角形における隣接する
２つの辺の辺長をそれぞれＣとＤとすると、Ｃ≦Ｄ≦１.５Ｃとなることを特徴とする請
求項１に記載の容器。
【請求項３】
　前記カバーには、前記カバーの角部を避けたように前記カバーの側辺に設けられる倒れ
防止装置が設けられることを特徴とする請求項１に記載の容器。
【請求項４】
　前記カバーには、前記カバーの側辺から上方へ一体に延伸する複数の突起を有する倒れ
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防止装置が設けられ、
　前記ベースには、前記突起と嵌合する凹みが設けられることを特徴とする請求項１に記
載の容器。
【請求項５】
  前記カバーにおける別の２つの側辺にボスが設けられ、前記手動ロックは、前記ボスに
設けられることを特徴とする請求項１に記載の容器。
【請求項６】
　前記手動ロックは、ロック部材と、案内装置とを備え、
　前記ロック部材は、前記案内装置の案内によって動作することによってロックまたはロ
ック解除を実現することを特徴とする請求項１に記載の容器。
【請求項７】
　前記カバーにおける別の２つの側辺にボスが設けられ、前記手動ロックは、前記ボスに
設けられ、前記ベースの下面に、前記ボスと係合する溝が設けられ、
　前記案内装置は、スライド台を備え、前記ボスに前記スライド台と嵌合するスライド溝
が設けられ、前記スライド台は前記スライド溝に摺動可能に取り付けられ、
　または、前記案内装置は、ピン軸を備え、前記ボスに回転穴が設けられ、前記ピン軸は
、前記回転穴に回動可能に接続されることを特徴とする請求項６に記載の容器。
【請求項８】
　前記ロック部材にロックフックが設けられ、前記側板にフック溝が設けられ、前記ロッ
クフックは、前記フック溝にロック可能に接続され、
　前記手動ロックの両側には側方アームが設けられ、前記側方アームの端部に係合ブロッ
クが設けられ、前記ボスの両側に第１の係合溝および第２の係合溝が設けられ、前記係合
ブロックは、前記第１の係合溝および前記第２の係合溝に係合することによって、ロック
解除用の位置決めおよびロック用の位置決めをそれぞれ実現することができることを特徴
とする請求項７に記載の容器。
【請求項９】
　前記自動ロックはハンドルを備え、前記ハンドルに復帰部材が設けられ、前記カバーの
上側にハンドル溝が設けられ、前記ハンドルは、前記ハンドル溝に収納されるとともに、
前記復帰部材が復帰状態で前記ハンドル溝の側壁に当接され、
　前記ハンドルに接続穴が設けられ、前記ハンドル溝に接続軸が設けられ、前記接続軸は
、前記接続穴に回動可能に接続され、
　または、前記ハンドルにフックが設けられ、前記ハンドル溝に係合段差が設けられ、前
記フックは、前記係合段差に直線に摺動可能に取り付けられていることを特徴とする請求
項１に記載の容器。
【請求項１０】
　前記ハンドルにピン部材が設けられ、
　前記自動ロックはラッチをさらに備え、
　前記ラッチには、ガイドと、ピン穴と、係合部とが設けられ、
　前記側板に係合溝が設けられ、
　前記ピン部材は、前記ピン穴に係合接続され、
　前記係合部は前記係合溝にロック可能に接続され、
　前記カバーの側辺にガイド溝が設けられ、
　前記ガイドは、前記ガイド溝に摺動可能に取り付けられることを特徴とする請求項９に
記載の容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、物流および倉庫貯蔵分野に関し、具体的には大型容器、特に容積が８００Ｌ
以上の大型容器に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　本発明に係る大型容器（折り畳みまたは非折り畳み構造）は、物流用の容器であり、そ
の容積が一般的に８００Ｌ以上であり、各業界の物流運輸および倉庫貯蔵に幅広く応用さ
れている。また、例えば容積が４００Ｌより小さい容器などのような容積が小さい容器に
対して、容積が８００Ｌ以上の大型容器は、通常、機械的要件に対する要求が高く、かつ
耐力構造の設計がより複雑となる。
【０００３】
　通常、このような大型容器は、保護用のカバーを備え、このカバーは、容器の筐体の側
板にロック可能に接続されている。容器内に貨物を入れて運送する場合、カバーによって
容器全体の強度を効果的に向上させ、運送過程における容器内の貨物の安全を保証するこ
とができる。また、容器内に貨物を入れて倉庫に貯蔵する場合、カバーによって外部の雨
水、埃などの容器内への進入をよく防止することができ、容器内の貨物の保存環境を保護
することができる。
【０００４】
　また、運送または倉庫貯蔵のいずれにおいても、容器内に貨物が入れられているかにも
かかわらず、容器の積載空間を十分に利用できるように容器を積み重ねて放置し、すなわ
ち、複数の容器を上から下へ若干層に積み重ねる場合がある。この場合、カバーは、上層
の容器と下層の容器との間で橋渡しのような重要な積み重ね作用を発揮する。上記のカバ
ーによる積み重ね作用は、１）上層の容器のベースを下層の容器のカバーに放置すること
によって、カバーによって上下両層の容器の間の相対位置を制限することができ、かつ、
積み重ねた容器が倉庫貯蔵、特に運送の過程において倒れることを防止できるという倒れ
防止作用や、２）下層の容器のカバーは、上層の容器の負荷重力を受けることによって、
当該負荷重力を下層の容器の筐体における負荷強度が高い箇所（例えば、容器の２つの側
板の接続箇所）に効率よく伝達させることができるという積み重ね負荷作用などのような
２つの作用がある。そのため、容器のカバーの構造設計に対してより高い要求がされる。
【０００５】
　ところで、従来の大型容器は、そのカバーに倒れ防止装置が設けられ、この倒れ防止装
置は、カバーの側辺よりも内側の中間領域に配置される。また、カバーは、一般的にプラ
スチックシートによって構成されるので、下層の容器のカバーは、上層の容器の筐体の重
量によって凹むことがある。この場合、カバーにおける倒れ防止装置は、カバーの中間領
域とともに凹み、これにより下層の容器のカバーにおける倒れ防止装置を上層の容器の筐
体の底部から離間させて、当該倒れ防止装置の倒れ防止機能を無効にさせることがある。
また、カバーの側辺に手動ロックがさらに設けられているが、手動ロックは、複数回使用
した後に損害しやすいものである。さらに、倒れ防止装置は、カバーの側辺よりも内側の
中間領域に配置されるので、独立して部材となる複数のカバーを一緒に積み重ねて運送ま
たは貯蔵することができなくなる。
【０００６】
　また、従来の別の大型容器は、カバーの側辺のそれぞれに２つの手動ロックが設けられ
、数多の手動ロックによってロック効果を向上することができるが、その操作が非常に煩
瑣になる。
【０００７】
　大型容器のカバーにおける倒れ防止装置の設置方式として、カバーの側辺よりも内側の
中間領域に設置するという方式、およびカバーの側辺の角部に設置するという方式がある
。また、容器のカバーにおける対向する２つの側辺が短い場合、この２つの側辺にそれぞ
れ１つの倒れ防止装置が設けられ、倒れ防止効果がよくない場合がある。また、当該２つ
の側辺にそれぞれ２つの倒れ防止装置が設けられる場合、倒れ防止装置同士の間隔が小さ
くて不美観である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　本発明は、容器が８００Ｌ以上であり、そのカバーにおける対向する２つの側辺に自動
ロックが設けられるとともに、別の２つの側辺に手動ロックが設けられ、手動ロックは自
動ロックによる側板の上部へのカバーのロックを補助することにより、ロック強度が向上
されるとともにロック操作およびロック解除操作の便利性が向上された大型容器を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の技術問題を解決するために、本発明は、以下のような技術方案を講じる。
【００１０】
　ベースと、前記ベースに接続される側板と、カバーとを備える容器であって、前記カバ
ーは、ロック装置を介して前記側板の上部にロックされ、前記ロック装置は、カバーにお
ける対向する２つの側辺に設けられる自動ロックと、カバーにおける別の２つの側辺に設
けられる手動ロックとを含む容器を提供する。
【００１１】
　１つの好適な実施例では、前記自動ロックとそれと隣接する前記手動ロックとを接続し
て多角形を構成し、当該多角形における隣接する２つの辺の辺長をそれぞれＡとＢとする
と、Ａ≦Ｂ≦１.５Ａとなる。
【００１２】
　また、別の好適な実施例では、前記自動ロックとそれと隣接する前記手動ロックとを接
続して、前記カバーの側辺のうちの少なくとも１つの辺とともに多角形を構成し、当該多
角形における隣接する２つの辺の辺長をそれぞれＣとＤとすると、Ｃ≦Ｄ≦１.５Ｃとな
る。
【００１３】
　１つの好適な実施例では、前記自動ロックとそれと隣接する前記手動ロックとを接続し
て四角形を構成し、前記四角形の内角の角度範囲は、６０度～１２０度となる。
【００１４】
　好ましくは、前記カバーにおける対向する２つの側辺にそれぞれ１つの自動ロックが設
けられ、別の２つの側辺にそれぞれ１つの手動ロックが設けられている。
【００１５】
　別の好適な実施例では、前記自動ロックとそれと隣接する前記手動ロックとを接続して
、前記カバーの２つの側辺とともに六角形を構成し、前記六角形の内角の角度範囲は、９
０度～１５０度となる。
【００１６】
　好ましくは、前記カバーにおける対向する２つの側辺にそれぞれ２つの自動ロックが設
けられ、別の２つの側辺にそれぞれ１つの手動ロックが設けられている。
【００１７】
　さらに別の好適な実施例では、前記自動ロックとそれと隣接する前記手動ロックとを接
続して、前記カバーの４つの側辺とともに八角形を構成し、前記八角形の内角の角度範囲
は、１０５度～１６５度となる。
【００１８】
　好ましくは、前記カバーにおける対向する２つの側辺にそれぞれ２つの自動ロックが設
けられ、別の２つの側辺にそれぞれ２つの手動ロックが設けられている。
【００１９】
　１つの好適な実施例では、前記カバーには、前記カバーの角部を避けたように前記カバ
ーの側辺に設けられる倒れ防止装置が設けられる。
【００２０】
　１つの好適な実施例では、前記カバーには、前記カバーの側辺から上方へ一体に延伸す
る複数の突起を有する倒れ防止装置が設けられ、前記ベースには、前記突起と嵌合する凹
みが設けられる。
【００２１】
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　１つの好適な実施例では、前記複数の突起のうちの１つまたは複数に前記自動ロックま
たは前記手動ロックが設けられる。
【００２２】
　１つの好適な実施例では、前記手動ロックは、ロック部材と、案内装置とを備え、前記
ロック部材は、前記案内装置の案内によって動作することによってロックまたはロック解
除を実現することができる。
【００２３】
　１つの好適な実施例では、前記カバーにおける別の２つの側辺にボスが設けられ、前記
手動ロックは、前記ボスに設けられ、前記ベースの下面に、前記ボスと係合する溝が設け
られる。
【００２４】
　そのうち、１つの好適な実施例では、前記案内装置は、スライド台を備え、前記ボスに
前記スライド台と嵌合するスライド溝が設けられ、前記スライド台は前記スライド溝に摺
動可能に取り付けられる。
【００２５】
　別の好適な実施例では、前記案内装置は、ピン軸を備え、前記ボスに回転穴が設けられ
、前記ピン軸は、前記回転穴に回動可能に接続される。
【００２６】
　１つの好適な実施例では、前記ロック部材にロックフックが設けられ、前記側板にフッ
ク溝が設けられ、前記ロックフックは前記フック溝にロック可能に接続され、前記手動ロ
ックの両側には側方アームが設けられ、前記側方アームの端部に係合ブロックが設けられ
、前記ボスの両側に第１の係合溝および第２の係合溝が設けられ、前記係合ブロックは、
前記第１の係合溝および前記第２の係合溝に係合することによって、ロック解除用の位置
決めおよびロック用の位置決めをそれぞれ実現することができる。
【００２７】
　１つの好適な実施例では、前記自動ロックはハンドルを備え、前記ハンドルに復帰部材
が設けられ、前記カバーの上側にハンドル溝が設けられ、前記ハンドルは、前記ハンドル
溝に収納されるとともに、前記復帰部材が復帰状態で前記ハンドル溝の側壁に当接される
。
【００２８】
　そのうち、１つの好適な実施例では、前記ハンドルに接続孔が設けられ、前記ハンドル
溝に接続軸が設けられ、前記接続軸は、前記接続孔に回動可能に接続される。
【００２９】
　別の好適な実施例では、前記ハンドルにフックが設けられ、前記ハンドル溝に係合段差
が設けられ、前記フックは、前記係合段差に直線に摺動可能に取り付けられている。
【００３０】
　１つの好適な実施例では、前記ハンドルにピン部材が設けられ、前記自動ロックはラッ
チをさらに備え、前記ラッチには、ガイドと、ピン穴と、係合部とが設けられ、前記側板
に係合溝が設けられ、前記ピン部材は、前記ピン穴に係合接続され、前記係合部は前記係
合溝にロック可能に接続され、前記カバーの側辺にガイド溝が設けられ、前記ガイドは前
記ガイド溝に摺動可能に取り付けられている。
【００３１】
　１つの好ましい実施例では、前記容器は、容積が６００Ｌよりも大きく、特に７００Ｌ
よりも大きく、さらに８００Ｌよりも大きくなることが好ましい。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、以下のような有益な効果を達成できる。
【００３３】
　１、本発明に係る容器は、そのカバーにおける対向する２つの側辺に自動ロックが設け
られ、別の２つの側に手動ロックが設けられ、ロック解除操作を実行するときに、まずは
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手動ロックを解除し、その後自動ロックを解除するので、１つの操作者だけでロック解除
操作を容易に完成することができる。
【００３４】
　２、本発明に係る容器は、手動ロックおよび自動ロックを同時に設けるとともに、四角
形、六角形または八角形（好ましくは、正四角形、正六角形または正八角形）となるよう
にロック装置を配置することにより、優れたロック強度を有し、カバーの変形に起因する
貨物の溢れを防止することができる。
【００３５】
　３、本発明に係る容器は、その倒れ防止装置がカバーの角部を避けたように前記カバー
の側辺に設けられるので、容器の積み重ね負荷能力を向上させることができる。また、倒
れ防止装置をカバーの側辺に設けることにより、カバーの変形に起因して倒れ防止機能が
無効となることを防止することができる。
【００３６】
　４、本発明に係る容器は、手動ロックをボスに設けることにより、組み合わせて設置さ
れるボスと倒れ防止装置は、ロック機能および倒れ防止機能を兼備することができる。
【００３７】
　５、本発明に係る容器は、手動ロックに案内装置が設けられ、ロック部材は前記案内装
置の案内によって動作することによりロックまたはロック解除を実現することができるの
で、ロック操作およびロック解除操作がより便利となり、かつ手動ロックを損害し難くな
る。また、手動ロックにおける係合ブロックとボスにおける係合溝とを組み合わせて使用
することにより、手動ロックをロック状態またはロック解除状態に確実に位置決めするこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施例１に係るロック状態となった容器を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施例１に係る未ロック状態となった容器を示す斜視図である。
【図３ａ】本発明の実施例１に係る容器のカバーを示す平面図である。
【図３ｂ】図３ａにおけるカバーの１つの変形例を示す平面図である。
【図３ｃ】図３ａにおけるカバーの別の変形例を示す平面図である。
【図４】実施例１に係る容器のカバーにおける自動ロックが設けられる箇所を示す部分分
解図である。
【図５】実施例１に係る容器における自動ロックのハンドルを示す斜視図である。
【図６】実施例１に係る容器における自動ロックのラッチを示す斜視図である。
【図７】実施例１に係る容器における手動ロックを示す斜視図である。
【図８】実施例１に係る容器における手動ロックを示す縦断面図である。
【図９】実施例１に係る容器のカバーにおけるボスが設けられる箇所を示す部分図である
。
【図１０】実施例１に係る容器における手動ロックの組み立てを示す断面図である。
【図１１】実施例２に係る容器のカバーにおける自動ロックが設けられる箇所を示す部分
分解図である。
【図１２】実施例２に係る容器における自動ロックのハンドルを示す斜視図である。
【図１３】実施例２に係る容器のカバーにおける手動ロックが設けられる箇所を示す部分
分解図である。
【図１４】実施例３に係る容器における手動ロックを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、本発明の目的、特徴および利点をより明確に理解できるように、図面を参照しつ
つ本発明の好適な実施例について詳細に説明する。なお、図示した実施例は、本発明の技
術方案の実質的な精神を説明するためのものに過ぎなく、本発明の保護範囲を制限するも
のではない。
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【００４０】
　以下、本明細書に使用される技術用語について説明する。
【００４１】
　「自動ロック」とは、本明細書では、自動ロックを引っ張ると、自動ロックが初期状態
から移動を開始し、自動ロックのロックが解除された後にハンドルから手を離すと、ハン
ドルが初期状態の位置に復帰可能なようなロック装置を意味する。
【００４２】
　「大型容器」とは、本明細書では、ベースと、４つの側板と、カバーとを備える容器で
あって、容積が６００Ｌ以上、特に８００Ｌ以上であるものを意味する。
実施例１.
　図１は、本発明の実施例１に係る容積が８００Ｌ以上の容器１０を示すものである。図
１～図１０に示すように、当該容器１０は、カバー３０と、側板４０と、ベース４１とを
備え、そのうち、側板４０は、ベース４１に接続されるとともに、ベース４１とともに容
器の筐体を構成するものである。また、カバー３０は、その側辺に倒れ防止装置およびロ
ック装置が設けられるものである。
【００４３】
　ロック装置は、自動ロック５０と手動ロック６０とを含み、図３ａは、本実施例におけ
るカバー３０の第１の実施形態を示すものであり、カバー３０における対向する２つの側
辺にそれぞれ２つの自動ロック５０が設けられ、別の２つの側辺にそれぞれ１つの手動ロ
ック６０が設けられている。
【００４４】
　図３ａに示すように、自動ロック５０とそれと隣接する手動ロック６０とを接続して、
カバーの２つの側辺とともに六角形を構成ており、当該六角形の内角の範囲は、９０度～
１５０度とすることができる。また、当該六角形の内角の範囲は、１００度～１３０度と
することが好ましい。さらに、当該六角形の内角は、いずれも１２０度とすることが好ま
しい。この場合、自動ロック５０とそれと隣接する手動ロック６０とを接続して、カバー
の２つの側辺とともに正六角形を構成するようになる。
【００４５】
　図３ｂは、図３ａにおけるカバーの１つの変形例を示すものであり、カバー３０におけ
る対向する２つの側辺にそれぞれ１つの自動ロック５０が設けられ、別の２つの側辺にそ
れぞれ１つの手動ロック６０が設けられている。図３ｂに示すように、自動ロック５０と
それと隣接する手動ロック６０とを接続して四角形を構成しており、当該四角形の内角の
範囲は、６０度～１２０度とすることができる。また、当該四角形の内角の範囲は、７０
度～１１０度とすることが好ましい。さらに、当該四角形の内角は、いずれも９０度とす
ることが好ましい。この場合、自動ロック５０とそれと隣接する手動ロック６０とを接続
して正四角形を構成するようになる。
【００４６】
　図３ｃは、図３ａにおけるカバーの別の変形例を示すものであり、カバー３０における
対向する２つの側辺にそれぞれ２つの自動ロック５０が設けられ、別の２つの側辺にそれ
ぞれ２つの手動ロック６０が設けられている。図３ｂに示すように、自動ロック５０とそ
れと隣接する手動ロック６０とを接続して、カバーの４つの側辺とともに八角形を構成し
ており、当該八角形の内角の範囲は、１０５度～１６５度とすることができる。また、当
該八角形の内角の範囲は、１２０度～１５０度とすることが好ましい。さらに、当該八角
形の内角は、いずれも１３５度とすることが好ましい。この場合、自動ロック５０とそれ
と隣接する手動ロック６０とを接続して、カバーの４つの側辺とともに正八角形を構成す
るようになる。
【００４７】
　カバー３０の他の実施形態では（図示省略）、カバー３０の側辺に設けられる自動ロッ
クおよび手動ロックの数量によって、自動ロックおよび手動ロックは依然として四角形、
六角形または八角形を構成するように配置することができる。また、自動ロックおよび手
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動ロックは、正四角形、正六角形または正八角形を構成するように配置されることが好ま
しい。このように正多角形を構成するように配置する場合、カバー３０の側辺に設けられ
るロック装置はロック強度に対する高い要求を満足させることができ、カバー３０を側板
４０に確実にロックさせることができる。
【００４８】
　また、自動ロックとそれと隣接する手動ロックとを接続して多角形を構成することがで
き、当該多角形の隣接する２つの辺の辺長をそれぞれＡとＢとすると、Ａ≦Ｂ≦１.５Ａ
となる。または、自動ロックとそれと隣接する手動ロックとを接続してカバーの側辺のう
ちの少なくとも１つの辺とともに多角形を構成することができ、当該多角形の隣接する２
つの辺の辺長をそれぞれＣとＤとすると、Ｃ≦Ｄ≦１.５Ｃとなる。このような構造とす
ることにより、自動ロックおよび手動ロックの配置位置が不合理であることに起因して貨
物が外へ溢れる恐れを避けることができる。
【００４９】
　また、自動ロックおよび手動ロックの数量は、実際に使用するに必要なロック強度の要
求に応じて適当に選択することができ、そのうち、１つの好適な実施形態として、カバー
３０における対向する２つの側辺にそれぞれ２つの自動ロック５０が設けられ、別の２つ
の側辺にそれぞれ１つの手動ロック６０が設けられている。
【００５０】
　また、倒れ防止装置は、カバー３０の角部を避けたようにカバー３０の側辺に設けられ
ている。なお、ここでは、「カバー３０の角部を避けた」とは、容器を積み重ねる時に上
層の容器のベースが下層の容器のカバーの角部に直接接触可能なように、倒れ防止装置は
カバー３０の角部までに延伸しなく、またはカバー３０の角部に接触しないことを意味す
る。
【００５１】
　また、本発明に係る各実施例における倒れ防止装置は、カバーの側辺から上方へ一体に
延伸する複数の突起７１を備え、ベース４１に突起７１と嵌合する凹み８１が設けられる
。このように、２つの容器を積み重ねる場合、下層の容器における突起７１が上層の容器
における凹み８１に嵌合し、下層の容器における１つの突起７１と上層の容器における１
つの凹み８１とによって１つの倒れ防止セットを構成する。また、凹み８１の一方側に側
壁が設けられるので、複数の倒れ防止セットによって、下層の容器に対して上層の容器が
横ずれすることを防止することができるし、上層の容器が側方へ倒れることを防止するこ
ともできる。
【００５２】
　一方、本実施例で図示したように、倒れ防止装置は、自動ロック５０と手動ロック６０
との間に位置し、隣接する自動ロック５０と手動ロック６０との間に２つの突起７１が設
けられ、この２つの突起７１はカバー３０の２つの側辺にそれぞれ位置する。また、カバ
ー３０の辺長をＢと仮定すると、突起７１からそれと近接するカバー３０の角部までの距
離Ａの範囲は、Ｂ/１０≦Ａ≦Ｂ/３、好ましくはＢ/５≦Ａ≦Ｂ/４とすることができる。
また、倒れ防止装置は、上記のようにカバー３０の角部を避けた位置に設けられることに
より、積み重ねられた上層の容器の重力は下層の容器のカバー３０を介して下層の容器に
おける２つの側板４０の接続箇所に優先的に伝達され、当該接続箇所はより良い負荷強度
および支持安定性を有するので、下層の容器全体の負荷性を向上させることができる。
【００５３】
　カバー３０における手動ロック６０が設けられる側辺の中間位置にボス７２が設けられ
、手動ロック６０はボス７２に設けれ、ボス７２は倒れ防止装置の一部として補助的な倒
れ防止作用を発揮することができる。また、ベース４１の下面にボス７２と嵌合する溝８
２が設けれる。本実施例では、手動ロック６０はロック機能を発揮すると同時に、ボス７
２は上層の容器の横ずれおよび側方への倒れを防止するような機能を発揮することができ
、すなわち、下層の容器における１つのボス７２と上層の容器における１つの溝８２とに
よって１組の別形態の倒れ防止セットを構成することもできる。
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【００５４】
　また、本発明に係る容器は、自動ロック５０および手動ロック６０を同時に備えており
、かつ、自動ロック５０をカバーにおける対向する２つの側辺に設置し、手動ロック６０
をカバー３０における別の２つの側辺に設置するようになっている。このようなロック装
置の形態の選択および位置の設計とする場合、従来のようにカバーに手動ロックまたは自
動ロックのみが設けられる容器と異なり、ロック操作およびロック解除操作がより便利と
なり、自動ロックを対向する側辺に設けることにより、操作者が片側でカバーを開けるこ
とができ、そして、１つの操作者だけでロック操作およびロック解除操作を完成すること
ができる。例えば、本発明に係る容器のロック解除操作を実行する場合、まずは手動ロッ
ク６０のロックを解除した後、自動ロック５０を容易に解除してカバー３０を開けること
ができる。また、ボス７２における手動ロック６０によって自動ロック５０による容器の
ロックを補助する前提では、手動ロック６０およびボス７２を全体とし、すなわち、別の
形態の倒れ防止セットとして、倒れ防止装置による上層の容器の横ずれおよび側方への倒
れの防止を補助することができる。このように手動ロック６０およびボス７２を一体的な
構造とすることによって、カバー３０の表面構造がより整然となり、さらに材料および製
造のコストを節約することもできる。
【００５５】
　図４～図６に示すように、自動ロック５０は、ハンドル５１およびラッチ５２を備え、
カバー３０の上側にハンドル５１を嵌合するハンドル溝３１が設けられ、ハンドル５１と
ハンドル溝３１とはいずれも略扇形に構成されている。ハンドル５１の幅狭端に接続穴５
１１が設けられ、ハンドル溝３１内に接続穴５１１に嵌合する接続軸３１１が設けられ、
接続軸３１１を接続穴５１１に回動可能に接続することにより、ハンドル５１をハンドル
溝３１内の小さな位相範囲内に回動させることができる。ハンドル５１の幅広端にフック
５１２が設けられ、ハンドル溝３１内にフック５１２と係合する係合段差３１２が設けれ
、フック５１２は、係合段差３１２に摺動可能に取り付けられる。さらに、ハンドル５１
の回動可能範囲は、ハンドル溝３１によって制限され、接続穴５１１と接続軸３１１との
組み合わせによってハンドル５１を案内し、フック５１２と係合段差３１２との組み合わ
せによってハンドル５１を補助的に案内する。
【００５６】
　ハンドル５１には復帰部材５１３がさらに設けられ、復帰部材５１３は、復帰後にハン
ドル溝３１の側壁に接続され、復帰部材５１３は、弾性金属シートによって構成されても
よく、例えばバネなどのような弾性を有する他の材料によって構成されてもよい。また、
本実施例では、復帰部材５１３は、ハンドル溝３１の側壁に当接し、ハンドル５１に付勢
されると、復帰部材５１３は押圧されて弾性変形が発生し、作用力を取り除くと、復帰部
材５１３はその自身の弾性によって復帰して、ハンドル５１を初期状態に戻らせることが
できる。
【００５７】
　また、ラッチ５２は、ガイド５２１と、ピン穴５２２と、係合部５２３とを備え、カバ
ー３０の側辺にガイド溝３２が設けられ、ガイド５２１は、ガイド溝３２に摺動可能に取
り付けられ、ラッチ５２は、ガイド５２１のガイドによってロックまたはロック解除を行
うことができる。ハンドル５１にはピン部材５１４がさらに設けられ、ピン穴５２２は、
ラッチ５２における最初に筐体内に進入する端部に設けられ、そして、ピン部材５１４は
、前記ピン穴に嵌合可能に接続されている。側板４０には、係合部５２３と係合する係合
溝４２が設けられ、係合部５２３は、係合溝４２にロック可能に接続されている。係合部
５２３はカバー３０における側孔３３を通過して係合溝４２にロックされた場合、自動ロ
ック５０はロック状態となり、すなわち、この自動ロック５０によってカバー３０を側板
４０にロックさせた。
【００５８】
　また、係合部５２３は係合溝４２にロックされた場合、ラッチ５２における筐体の外部
に向かう端面とカバー３０の側面とは面一となっている。ピン部材５１４はピン穴５２２
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に挿入された後、ハンドル５１によってラッチ５２を動作させることができる。例えば、
自動ロック５０のロック解除操作を実行する場合、ハンドル５１を引っ張るだけで係合部
５２３を係合溝４２から脱出させてロックを解除させることができる。また、自動ロック
５０のロック操作を実行する場合、ラッチ５２における筐体の外部に向かう端面に付勢す
ることによって、係合部５２３を係合溝４２内に押してロックすることができる。
【００５９】
　また、図７～図１０に示すように、手動ロック６０は、ロック部材と、案内装置と、上
方アーム６４とを備え、ロック部材は、案内装置の案内によって動作することによってロ
ックまたはロック解除を実現することができる。案内装置は、スライド台６２を備え、ボ
ス７２にスライド台６２と嵌合可能なスライド溝７２１が設けられ、スライド台６２は、
スライド溝７２１に摺動可能に取り付けられている。ロック部材は、ロックフック６３を
備え、側板４０にフック溝４３が設けられ、ロックフック６３は、フック４３にロック可
能に接続されている。
【００６０】
　手動ロック６０の両側には側方アーム６１が設けられ、側方アーム６１の端部に係合ブ
ロック６１１が設けられ、ボス７２の両側に第１の係合溝７２１および第２の係合溝７２
２が設けられ、係合ブロック６１１は、第１の係合溝７２１および第２の係合溝７２２に
それぞれ係合することによって、ロック用の位置決めおよびロック解除用の位置決めをそ
れぞれ実現することができる。手動ロック６０をボス７２に配置する場合、まずは、ロッ
クフック６３を、係合ブロック６１１が第１の係合溝７２２に係合するまでスライド溝７
２１の幅広端に挿入する。この挿入過程において、側方アーム６１および上方アーム６４
は、いずれも挿入を妨害しないように外方へやや湾曲する。また、手動ロック６０のロッ
ク操作を実行する場合、ロックフック６３を、係合ブロック６１１が第２の係合溝７２３
に係合するまでスライド溝７２１の幅広端から幅狭端まで押圧する。この場合、ロックフ
ック６３は、フック溝４３にロックされ、手動ロック６０のロック操作が完了する。
【００６１】
　また、手動ロック６０のロックフック６３および側板４０のフック溝４３には互いに対
応する第１の案内斜面６６および第２の案内斜面４４がそれぞれ設けられ、第１の案内斜
面６６および第２の案内斜面４４は、手動ロック６０を容易に挿入できるように互いに対
応するように構成されている。案内によってロック待ち状態になる。
【００６２】
　案内装置付きの手動ロック６２は、必要に応じてロックを行うことができ、例えば、容
器を倉庫貯蔵に使用する場合、手動ロック６２の初期状態にもかかわらずにロックまたは
ロック解除操作を行うことができる。また、容器を運送に使用する場合、手動ロック６０
は、手動操作によってロックされ、すでにロックされた自動ロック５０によるカバー３０
の側板４０へのロックを補助し、ロック強度を向上させることができる。
実施例２.
　図１１および図１２は、本発明に係る容器の実施例２を示すものである。本実施例では
、自動ロックのハンドル５１およびハンドル溝３１はいずれも矩形状となっており、ハン
ドル５１に直線状のフック５１２が設けられ、ハンドル溝３１内に直線状の係合段差３１
２が設けられ、フック５１２は、係合段差３１２に直線に摺動可能に取り付けられている
。
【００６３】
　実施例１では、図４および図５に示す接続穴５１１と接続軸３１１との組み合わせによ
って、自動ロックの復帰動作を周方向に案内するようになっているが、実施例２では、図
１１および図１２に示すフック５１２と係合段差３１２との組み合わせによって、自動ロ
ックの復帰動作を水平直線に案内するようになっている。
実施例３.
　図１３および図１４は、本発明に係る容器の実施例３を示すものである。実施例３では
、手動ロックの案内装置は、ピン軸６５を備え、ボス７２に回転穴７２４が設けれ、ピン
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軸６５は、回転穴７２４に回動可能に接続され、ピン軸６５と回転穴７２４とは略締り嵌
めとなっている。
【００６４】
　実施例１では、図７および図１０に示すスライド台６２とスライド溝７２１との組み合
わせによって、手動ロックのロック動作を水平直線に案内するようになっているが、実施
例３では、図１３および図１４に示すピン軸６５と回転穴７２４との組み合わせによって
、手動ロックのロック動作を周方向に案内するようになっている。
【００６５】
　なお、本発明に係る容器は、実施例１に示すような自動ロックおよび自動ロックの構成
、実施例１に示すような自動ロックの構成および実施例３に示すような手動ロックの構成
、実施例２に示すような自動ロックの構成および実施例３に示すような手動ロックの構成
、またはそのほかの組み合わせを同時に採用することができる。本発明に係る容器の発明
構想として、カバーに対して自動ロックおよび手動ロックを同時に使用し、そして倒れ防
止装置を使用することによって、容器が倒れ防止機能、積み重ね負荷機能およびロック/
ロック解除の案内機能および復帰案内機能を兼備するようにすることである。
【００６６】
　また、本発明に係る容器は、容積が６００Ｌよりも大きく、特に７００Ｌよりも大きい
ものであることが好ましい。さらに、本発明に係る容器は、容積が８００Ｌ以上の大型容
器であることが好ましい。
【００６７】
　本発明に係る容器は、折り畳みまたは非折り畳み式構造を採用することができる。本発
明に係る容器は、自動ロックまたは手動ロックを倒れ防止装置における１つまたは複数の
突起に設置し、すなわち、ロック装置と倒れ防止装置とを１つの組み合わせとするような
構成を採用してもよい。このような組み合わせは、ロック機能および倒れ防止機能を兼備
し、容器全体の美観さを向上させるとともに、カバーの表面における実装領域が小さくな
るので、下層の容器のカバーと上層の容器のベースとの接触面積が増加し、カバーの負荷
能力が向上した。
【００６８】
　なお、従来の大型容器は、そのカバーに手動ロックまたは自動ロックのみが設けられ、
このように手動ロックまたは自動ロックのみが設けられる構成は、すでに従来の大型容器
のカバーについての慣用設計となっている。しかし、カバーにおける２つの対向する側辺
に自動ロックまたは手動ロックのみが設けられ、別の２つの側辺にロックが設けられてい
ないと、ロックが設けられていない側辺から貨物が外へあふれるおそれがある。さらに、
カバーの４つの側辺のいずれにも自動ロックのみが設けられると、ロック解除操作が不便
となり、複数の操作者が協力して実行する必要がある。また、カバーの４つの側辺のいず
れにも手動ロックのみが設けられると、ロック解除操作が煩瑣となる。また、手動ロック
または自動ロックのいずれが設けられるにもかかわらず、通常はロック案内装置が設けら
れていないので、ロック操作が不便となり、かつロックは損害しやすくなる。
【００６９】
　以上、本発明の好適な実施例を詳細に説明したが、当業者は、本発明の上記内容を閲読
した後、本発明に対して様々な修正または変更を実施することができることは、当業者に
とっては自明なことである。このような等価変更も本願の請求の範囲で限定する範囲に含
まれるべきである。
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